
「神は御子によって語られた」         2018 年 12 月 07 日 

ヘブライ人への手紙 1 章 1 節～4 節 神は、かつて預言者たちによって、多くのかたち 

で、また多くのしかたで先祖に語られたが、この終わりの時代には、御子によってわたし

たちに語られました。神は、この御子を万物の相続者と定め、また、御子によって世界を

創造されました。御子は、神の栄光の反映であり、神の本質の完全な現れであって、万物

を御自分の力ある言葉によって支えておられますが、人々の罪を清められた後、天の高い

所におられる大いなる方の右の座にお着きになりました。御子は、天使たちより優れた者

となられました。天使たちの名より優れた名を受け継がれたからです。 

 

ヘブライ人への手紙は「手紙」となっているが、送り手の名前も宛先も書いていない。 

手紙の最後の 11 章 24 節、25 節で「あなたがたのすべての指導者たち、またすべての聖な

る者たちによろしく。イタリア出身の人たちが、あなたがたによろしくと言っています。

恵みがあなたがた一同と共にあるように」と手紙らしい体裁になっている。書かれた時は、

エルサレム神殿が崩壊した後の、80 年代とされ、著者は「神のみぞ知る」と言われ、不明

である。しかし、旧約聖書からの引用が多く、人の罪を償う「贖罪の大祭司」の教理、神

学を強く持っているので、イスラエルの信仰、思想に詳しいユダヤ人が著者であろう。書

かれた場所はローマで、将来、教会の指導者となるような若い神学生たちに、大長老の「著

者」が教え、諭すために書いたのではないかとも想像されている。 

この手紙は、聖書に「聖典」として加えるべきか、排除すべきかで議論になった手紙で

あるが、特有の教理、神学は興味深く、実践的な信仰の勧めが述べられ、説教ないし勧告

の性格を持っている。 

手紙は、いきなり教理的なことから始まっている。神の御子としてのキリスト論が述ら 

れ、キリストは天使、モーセに勝ると、次第に大祭司キリスト論へと展開されていく。「著

者」は、「神は、かつて預言者たちによって、多くのかたちで、また多くのしかたで先祖

に語られたが、この終わりの時代には、御子によってわたしたちに語られました」と書き

始めている。神は御自分の思いを、預言者たちを通し、また、諸々の事象を通して先祖た

ちに語って来られたが、終わりの時代に、御子自身によって語られた。御子によって語ら

れたことにより、人間に対する神の御心がはっきりと示された。 

 「神は、この御子を万物の相続者と定め、また、御子によって世界を創造されました。」

ヨハネ福音書の「万物は言（キリスト）によって成った。成ったもので、言によらずに成

ったものは何一つなかった」という「ロゴス・キリスト論」に通底している。また、「御

子は、神の栄光の反映であり、神の本質の完全な現れであって、万物を御自分の力ある言

葉によって支えておられます」と、御子は、神の栄光を映し出し、神の本質を完全に現し

ておられ、かつ、万物を御自分の力ある言葉によって支えておられると言う。 

 更に、御子は、人間の罪を十字架で清め、十字架の死から復活され、昇天し、天の玉座

におられる神の右に、人を神に執り成す座に座られた。「著者」は、御子は全ての権威、

力を与えられた神御自身であると告白している。 

その御子は当然、天使たちより優れた者となられ、天使たちの名より優れた名を受け継

がれた。「著者」は、冒頭から、御子によって神の御心が啓示されたと、御子中心の教理

を展開している。 


